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(57)【要約】
　インク、又はインクに使用するための顔料配合物（例
えばコンセントレート）の製造法であって、該方法は、
粒状顔料と液状媒体を含む組成物を、１０ミクロン未満
の均一孔径の細孔を有する無機フィルターを通してろ過
することを含む。該方法によってインクジェットプリン
タに問題を起こしかねない過大な大きさの粒子が、全く
問題のない過小な大きさの顔料を無駄にすることなく、
正確に除去される。低いトランスフィルター圧差でも高
流量が達成される。一態様において、高流量はｐＨ及び
／又はイオン強度の選択によって維持される。該フィル
ターは従来の高分子フィルターよりも頑強で、積極的な
洗浄剤による清掃に耐える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクの製造法、又はインクの製造に使用するための顔料配合物の製造法であって、該
方法は、粒状顔料と液状媒体を含む組成物を、１０ミクロン未満の均一孔径の細孔を有す
る無機フィルターを通してろ過することを含む方法。
【請求項２】
　無機フィルターが５ミクロン以下の均一孔径の細孔を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　無機フィルターを通過する組成物の流量の低下を、組成物のｐＨ及び／又はイオン強度
を調整することによって軽減する工程をさらに含む、前記請求項のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項４】
　ろ過が、少なくとも５０００リットル／ｍ２／時の無機フィルター通過流量で実施され
る、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　ろ過から得られたろ液を一つ又は複数のインク添加剤と混合する工程をさらに含む、前
記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　フィルターがクロスフローフィルターである、前記請求項のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項７】
　フィルターを定期的にバックフラッシュすることによってフィルターが目詰まりする可
能性を低減する、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　無機フィルターが、無機マクロ多孔質担体と、前記マクロ多孔質担体の表面に固く結合
された１０ミクロン未満の均一孔径の細孔を有する無機ふるい層とを含む、前記請求項の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　ふるい層の細孔がエッチングによって形成されている、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ふるい層が、該孔径の大きさの最大１０倍の厚さを有する、前記請求項のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１１】
　担体がセラミック物質で構成される、請求項８～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　２０，０００パスカル未満のトランスフィルター圧で実施される、前記請求項のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１３】
　無機フィルターが２０～２０００ミクロンの厚さを有する、前記請求項のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１４】
　ふるい層中の少なくとも９５％の細孔が該平均孔径の５％以内の孔径を有する、請求項
８～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　インクが水性インクである、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　インクが２５℃で５０ｃＰ未満の粘度を有する、前記請求項のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１７】
　インクが、０．１～１０重量％の顔料、５０～９７重量％の水及び２．９～４０重量％
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の有機溶媒を含む（すべての部は重量部である）、前記請求項のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１８】
　インクがインクジェットプリンタに使用するためのインクである、前記請求項のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法によって得られたインク又は顔料配合物。
【請求項２０】
　１５重量％の顔料含量で測定した場合、１ミクロンより大きいアキュサイザ(accusizer
)数１０７粒子／ｃｍ３未満を有するインク又は顔料配合物。
【請求項２１】
　１５重量％の顔料含量で測定した場合、１ミクロンより大きいアキュサイザ数が１０６

粒子／ｃｍ３未満である、請求項２０に記載のインク又は顔料配合物。
【請求項２２】
　（ｉ）０．１～１０重量％のろ過された粒状顔料；
　（ii）３～５０重量％の有機溶媒；及び
　（iii）４９．９～９６．９重量％の水
を含む、請求項１９～２１のいずれか１項に記載のインク。
【請求項２３】
　チャンバとインクを含むインクジェットプリンタ用カートリッジであって、前記インク
は前記チャンバ内にあり、そして請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法によって得
られたものであるか又は請求項１９～２２のいずれか１項に定義されている通りであるイ
ンクジェットプリンタ用カートリッジ。
【請求項２４】
　少なくとも１ｃｍ３の前記インクを含有している請求項２３に記載のカートリッジ。
【請求項２５】
　カートリッジが請求項２４に定義の通りであることを特徴とする、カートリッジと印刷
機構を含むインクジェットプリンタ。
【請求項２６】
　基材の印刷法であって、請求項１～１７のいずれか１項に記載の方法によって得られた
インク又は請求項１９～２２のいずれか１項に定義されている通りのインクをインクジェ
ットプリンタによって該基材に適用することを含む方法。
【請求項２７】
　フィルターを通過する顔料組成物の流量を増強するためのｐＨ及び／又はイオン強度の
調整の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インク及び顔料配合物の製造法、該方法によって製造されるインク及び顔料
配合物（例えばコンセントレート）及びインクジェット印刷におけるそれらの使用に関す
る。
【０００２】
　インクジェット印刷は、インク滴が微細ノズルを通じて吐出され、紙のような記録媒体
上に付着することによって印刷が行われる印刷法である。近年、インクジェットプリンタ
は、文章、画像などを印刷する迅速で効率的な手段として家庭及びスモールオフィスで当
たり前になっている。
【０００３】
　家庭及びスモールオフィスで使用されているインクジェットプリンタは、一般的に、主
成分として水、着色剤、及び微細ノズルの詰まりを防止するための湿潤剤、例えばグリセ
リンを含むインクを使用している。インク着色剤として多数の水溶性染料が提案されてい
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るが、その理由はそれらが高彩度であること、多様な色及び濃淡が入手可能であること、
及びそれらの良好な水溶性のためである。
【０００４】
　近年、インクジェット印刷用インクの着色剤として顔料の人気が高まってきている。顔
料系のインクは、染料ほどの彩度、色揃え又は溶解性は持たないかもしれず、沈殿による
貯蔵安定性の問題も起こしがちであるが、一部のプリンタ製造業者は、得られる印刷物の
耐光性及び耐水性が高いことから一定の用途に顔料系インクの方を好む。従来の顔料は一
般に水に不溶性なので、例えば分散剤と緊密混合することによってインクビヒクル中に分
散させる必要がある。インクは、顔料、分散剤、水及び所望により更なる成分を含有する
顔料配合物から製造されることが多い。顔料を水性の液体に安定的に分散させるために、
顔料の種類及び粒径、使用する分散剤の種類、分散手段などについて研究する必要がある
。インクジェット印刷用の顔料インクのために多数の分散法及び製造法が当該技術分野で
提案されている。
【０００５】
　インクジェットプリンタ用のインクは、印刷品質を低減しかねない又はさもなければイ
ンクジェットプリンタに使用されている微細ノズルを詰まらせかねない粗大粒子及び不要
物を除去するためにろ過することができる。典型的には、これらのノズルは人毛の半分の
直径しかないので容易に詰まりうる。
【０００６】
　米国特許第６，５６２，１１７号は、従来型と思しき不均一な細孔径の有機膜を用いる
クロスフロー膜ろ過を含む方法による顔料系のインクジェット印刷用インクの製造法を記
載している。これらの従来膜では引用されている孔径は平均値であって、実際の孔径には
実際大きい変動がある。米国特許第６，５６２，１１７号に記載されているような従来膜
を用いるろ過は、速度が遅く時間がかかることも多いはずである。その上、一部の過大な
大きさの顔料も通してしまう。
【０００７】
　米国特許出願第２００１／００５００１７号は、油をベースにした非水性静電インク用
のインクジェット印刷装置を記載している。該印刷装置は、プリントヘッドの微細ノズル
と接触する前にインクからゴミ及びその他の粒子を除去するための一連のフィルターを備
えている。図１０（ａ）及び（ｂ）によると、装置に組み込まれているこれらのフィルタ
ーの一つは、均一又は不均一な大きさ及び形状の細孔を有しうる。実施例４には、装置か
らフィルターをどのように省くとわずか数時間から数日でインクの吐出が不安定になった
かが記載されている。
【０００８】
　ＵＳ２００１／００５００１７の印刷装置に包含されているろ過装置は、ますます価格
志向型の市場でプリンタのコストを増大させる欠点を持つ。さらに、時間が経つとそのよ
うなプリンタのフィルターは結局目詰まりするので、代わりのプリンタを購入するか又は
わざわざお金を費やしてフィルターを清掃もしくは交換するかをユーザーに強いることに
なる。そのような清掃は、高度に着色されたインクの性質のため厄介なものとなろう。
【０００９】
　本発明の第一の側面に従って、インクの製造法、又はインクの製造に使用するための顔
料配合物の製造法を提供する。該方法は、粒状顔料と液状媒体を含む組成物を、１０ミク
ロン未満の均一孔径の細孔を有する無機フィルターを通してろ過することを含む。
【００１０】
　本発明の方法は、不均一な孔径を有する従来フィルターの使用と比較して必要とされる
より低いろ過圧力を使うことが多く、時間的に効率よく費用効果の高い様式でインクを提
供するという利点を有する。インクはＵＳ２００１／００５００１７に記載の特別なフィ
ルターアレイを必要とすることなくプリンタで使用できるので、このますますコスト意識
の強い市場にあってプリンタをより安価にすることができる。得られたインクは、従来の
インクよりもフィルターの目詰まりを起こしにくいので、ＵＳ２００１／００５００１７
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に記載のフィルターアレイを有する既存のプリンタに組み込んでもよい。さらに、無機フ
ィルターはインクの製造に使用される有機溶媒（有機フィルターだと溶解又は損傷しうる
）に対して特に耐性があり、高温でのろ過も可能である。さらにその上、本方法に使用さ
れる無機フィルターが詰まったとしても、従来膜の場合よりもより積極的な清掃手段の使
用が可能である。従来フィルターは溶媒の存在下で膨潤することもあるので、ろ過速度が
一段と遅くなる。
【００１１】
　本発明の方法は、孔径が正確なため過大な大きさの粒子を通さないという点で従来フィ
ルター（例えばデプス型フィルター）の使用に優る利点を有する。従来フィルターの場合
、顔料インクの使用を意図している最終プリントヘッドノズルの大きさよりもずっと小さ
い孔径を使用する必要があることが実証されている。これは過大な大きさの粒子の全除去
を確実にするためである。これは効果的であるかもしれないが、流量が減少する（フィル
ターの細孔が小さいため）という欠点や、インクジェットプリンタに実際は問題を起こさ
ないような多数の小粒子も除外されるため、顔料の著しい無駄をもたらすという欠点にも
苦しむことになる。
【００１２】
　好ましくは、無機フィルターはクロスフローフィルターである。“クロスフロー”とは
、ろ過中、ろ過されるべき液体をフィルターの表面に沿って流れさせ、フィルターを通過
した所望のろ過された液体をフィルターの反対側から回収する操作のことである。
【００１３】
　好ましくは、無機フィルターは、８ミクロン未満、さらに好ましくは６ミクロン未満、
特に５ミクロン以下、さらに特に４．５ミクロン未満の均一孔径の細孔を有する。一態様
において、無機フィルターは０．１～４．２ミクロン、特に０．３～３ミクロンの孔径を
有する。
【００１４】
　方法の好適な態様では、フィルターを定期的にバックフラッシュ（逆洗）することによ
ってフィルターが目詰まりする可能性を低減する。従って、通常のろ過は、組成物をフィ
ルターの未透過物側からフィルターの透過物側に通過させることを含むが、バックフラッ
シュは、ろ過された組成物をフィルターの透過側からフィルターの未透過側に戻すことを
含み、それによってフィルターのいずれかの細孔を塞いでいる何らかの粒子又はその他の
物質を取り除く。バックフラッシュを起こす適切な装置はオランダ特許出願ＮＬ１０２４
２９２に記載されている。
【００１５】
　方法の好適な態様は、無機フィルターを通過する組成物の流量の低下を、組成物のｐＨ
及び／又はイオン強度を調整することによって軽減する追加工程を含む。組成物のｐＨ及
び／又はイオン強度は、必要に応じて酸、塩基又は塩の添加によって調整でき、好ましく
は以下に示した好適なｐＨを達成する。ｐＨ及び／又はイオン強度は、ろ過の前、最中又
は後に調整できる。
【００１６】
　所望であれば、方法は、所望値未満の粒径を有する何らかの粒状物質を、例えば所望値
に対応する孔径を有するフィルターを使用して除去する更なる工程も含むことができる。
【００１７】
　フィルターを通過する顔料組成物の流量を増強するためにｐＨ及び／又はイオン強度の
調整を使用することは、本発明の更なる特徴を形成する。フィルターは、好ましくは１０
ミクロン未満の均一孔径の細孔を有する無機フィルターであり、更なる好適性は本発明の
第一の側面に関連して本明細書中に記載の通りである。顔料組成物は好ましくは水性顔料
組成物である。
【００１８】
　好ましくは、方法は、インク又は顔料配合物を容器に、容器が少なくとも１リットルの
インク又は顔料配合物を流体形で、さらに好ましくは少なくとも１０リットルのインク又
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は顔料配合物を流体形で含有するように送る更なる工程を含む。
【００１９】
　好ましくは、無機フィルターは、無機マクロ多孔質担体と、前記マクロ多孔質担体の表
面に固く結合された１０ミクロン未満（好ましくは５ミクロン以下）の均一孔径の細孔を
有する無機ふるい層とを含む。無機ふるいは、無機マクロ多孔質担体上に堆積法によって
堆積させることができる。好ましくは、マクロ多孔質担体は、無機ふるい中の細孔の孔径
の少なくとも２倍の細孔を有する。典型的には、０．２５ミクロン～２５ミクロンの範囲
の平均孔径の細孔である。一般的に、ふるい層の細孔は、ふるい層に対して直角の穿孔を
含み、０．５～５又は０．５～１０ミクロンの範囲の直径を有するように形成されている
。細孔は任意の形状でよいが、好ましくは円形、矩形又は縁の丸い矩形である。孔径は細
孔の最大内部寸法をいう。例えば、円形の細孔では孔径は直径であり、矩形の細孔では孔
径は矩形の対角線の距離である。
【００２０】
　好ましくは、ふるい層の細孔はエッチングによって形成されている。
【００２１】
　好ましくは、ふるい層はふるい層中の細孔の直径の最大１０倍の厚さを有する。
【００２２】
　好ましくは、フィルターの表面粗さは孔径よりもかなり小さい。
【００２３】
　一態様において、担体及び／又はふるい層はセラミック物質で構成される。
【００２４】
　好ましくは、ふるい層は、二酸化ケイ素、窒化ケイ素、炭化ケイ素、アルミナ、酸化ジ
ルコニウム、酸化チタン、窒化チタン、金、銀、クロム、コバルト、ニッケル、アルミニ
ウム、チタン、クロム合金、炭素及びケイ素からなる群から選ばれる物質を含む。
【００２５】
　好ましくは、担体は、二酸化ケイ素、窒化ケイ素、炭化ケイ素、アルミナ、窒化チタン
、チタン、炭素及びケイ素からなる群から選ばれる物質を含む。
【００２６】
　本方法に使用できるいくつかの無機フィルターがＦｌｕｘｘｉｏｎ　Ｂ．Ｖ．から市販
されており、これまで異なる種類の細胞の分離といった生物学的用途及びバイエルンビー
ルのろ過に使用されている。
【００２７】
　典型的には、本方法に使用される無機フィルターは、以下のプロセスによって得ること
ができる。すなわち、
　ａ．無機層を担体表面に化学蒸着又はスパッタリングによって堆積させる、
　ｂ．無機層上にフォトラッカー層を形成させる、
　ｃ．適切な光源を使用して、前記フォトラッカー層を規則的なマスクパターンに露光す
る、
　ｄ．前記ラッカー層を現像する、
　ｅ．その後無機層のマスクパターンをエッチング剤でエッチングし、無機層に対して直
角にチャンネル形の穿孔を形成することによって、無機ふるい層を形成する。
【００２８】
　本方法に使用するための適切なフィルターの製造は、米国特許第５，５４３，０４６号
のカラム２の２０行～カラム６の３８行、及びその図１～１６に記載されている（引用に
よって本明細書に援用する）。本方法に使用するフィルターを製造するための更なる技術
は、米国特許第５，７５３，０１４号に記載されている。
【００２９】
　好ましくは、無機フィルターは２０～２０００ミクロンの厚さを有する。
【００３０】
　無機フィルターは任意の適切な形状であってよい。例えば、実質的に平面形、円筒形又
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は円錐形であり得る。
【００３１】
　好ましくは、ふるい層中の少なくとも９５％、さらに好ましくは少なくとも９９％の細
孔がふるい層の細孔の平均孔径の５％以内の孔径を有する。
【００３２】
　我々は、本方法に記載の無機フィルターを用いる顔料のろ過は、不均一な孔径の従来フ
ィルター（例えばデプス型フィルター）を用いるよりもしばしばかなり迅速であることを
見出した。何らかの特別な理論に限定するつもりはないが、この理由は、均一な孔径の無
機フィルターでは、透過物の流れを制限する過小孔径の細孔がほとんどないし全くないた
めとみられる。
【００３３】
　さらに、本発明の無機フィルターは過大孔径の細孔がない又はその数が著しく少ないの
で、平均孔径を上回る粒子は単にふるいを通過できないことになる（一方、従来フィルタ
ーは平均値の周辺で比較的広範囲の孔径を有する）。
【００３４】
　無機顔料及び有機顔料を含む様々な顔料が本発明の方法に使用できる。適切な無機顔料
は、酸化チタン及び酸化鉄のほかに、コンタクト法、ファーネス法、及びサーマル法など
の従来法によって製造されたカーボンブラックを含む。適切な有機顔料は、アゾ顔料（例
えば、アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料及びキレートアゾ顔料）、多環式顔料
（例えば、フタロシアニン、ペリレン、ペリノン、アントラキノン、キナクリドン、ジオ
キサジン、チオインジゴ、イソインドリノン及びキノフタロン顔料）、染料タイプのキレ
ート顔料（例えば、塩基性染料タイプのキレート顔料及び酸性染料タイプのキレート顔料
）、ニトロ顔料、ニトロソ顔料及びアニリンブラック顔料などである。
【００３５】
　適切なカーボンブラック顔料は、Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎによって製造されたカーボンブラック、例えば、Ｎｏ．２３００、Ｎｏ．
９００、ＭＣＦ　８８、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４５、Ｎｏ．５２、ＭＡ　７、
ＭＡ　８、ＭＡ　１００及びＮｏ．２２００　Ｂ；Ｃｏｌｕｍｂｉａｎ　Ｃａｒｂｏｎ　
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．によって製造されたカーボンブラック、例えば、Ｒａｖｅｎ（登録商標
）５７５０、Ｒａｖｅｎ（登録商標）５２５０、Ｒａｖｅｎ（登録商標）５０００、Ｒａ
ｖｅｎ（登録商標）３５００、Ｒａｖｅｎ（登録商標）１２５５及びＲａｖｅｎ（登録商
標）７００；Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって製造されたカーボンブラック
、例えばＲｅｇａｌ（登録商標）４００　Ｒ、Ｒｅｇａｌ（登録商標）３３０　Ｒ、Ｒｅ
ｇａｌ（登録商標）６６０　Ｒ、ＭｏｇｕｌＬ（登録商標）、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標
）７００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）８００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）８８０、Ｍ
ｏｎａｒｃｈ（登録商標）９００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１０００、Ｍｏｎａｒｃ
ｈ（登録商標）１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１３００及びＭｏｎａｒｃｈ（登
録商標）１４００；並びにＤｅｇｕｓｓａによって製造されたカーボンブラック、例えば
、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ　１、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ　２、Ｃｏｌｏｒ
　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ　２　Ｖ、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ　１８、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌ
ａｃｋ　ＦＷ　２００、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ　１５０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ
　Ｓ　１６０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ　１７０、Ｐｒｉｎｔｅｘ（登録商標）３５
、Ｐｒｉｎｔｅｘ（登録商標）Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ（登録商標）Ｖ、Ｐｒｉｎｔｅｘ（登
録商標）１４０　Ｕ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　６、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　
５、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４　Ａ及びＳｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４などであ
る。
【００３６】
　適切なイエロー顔料は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　３、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３、Ｃ
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．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１４　Ｃ、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏ
ｗ　１６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　７３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　８３、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９５、Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　
９８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１０９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　１１０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２９、Ｃ．
Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　
１５０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　１５４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８５及び
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３などである。
【００３７】
　適切なマゼンタ顔料は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｒｅｄ　７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｄ　４８（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　４８（Ｍｎ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７：１、Ｃ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｃ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１６８、Ｃ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１８４及びＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２などで
ある。
【００３８】
　適切なシアン顔料は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｂｌｕｅ　２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｂｌｕｅ　１５：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６０、Ｃ．Ｉ．Ｖａｔ　Ｂｌｕｅ　４及びＣ．Ｉ．Ｖａｔ　Ｂｌｕ
ｅ　６０などである。
【００３９】
　顔料は、上記例のような従来顔料でも、表面処理顔料、例えば水可溶化基又は分散基を
その表面に付けるように処理された顔料であってもよい。そのような表面処理顔料はいく
つかの供給元から入手できる。例えば、Ｃａｂｏｔ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによってＣ
ａｂ－ｏ－Ｊｅｔ（登録商標）の商標で販売されている顔料などである。
【００４０】
　我々の実験で、フィルターを通過する流量は時としてアルカリ性のｐＨよりも酸性のｐ
Ｈで遅くなりうることを見出した。このことを念頭に置くと、組成物のｐＨは好ましくは
７～１４、さらに好ましくは８．５～１３．５、特に１０～１３である。
【００４１】
　組成物は好ましくは、少なくとも０．１ｍｍｏｌ／リットル、さらに好ましくは０．４
～１０００ｍｍｏｌ／リットル、さらに好ましくは１～１００ｍｍｏｌ／リットル、特に
５～５０ｍｍｏｌ／リットルのイオン強度を有する。我々は、そのようなイオン強度の使
用は、多くの場合、フィルターを通過する流量の改良をもたらすことを見出した。存在す
るイオンは、周期表の１及び２族金属の一つ又は複数のカチオンを含むのが好ましい。特
に好適なそのようなカチオンの例はＮａ＋、Ｋ＋及びＬｉ＋である。
ｍｏｌ／リットルで表されるイオン強度（Ｉ）は式：
　Ｉ＝０．５Σ｛ＣｉＺｉ

２｝
によって計算できる。式中、Ｃｉはｉ番目のイオンのｍｏｌ／リットルで表した濃度、Ｚ

ｉはその電荷である；組成物中の全イオンについて総和を行う。例えば、ＭｇＣｌ２の２
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モル溶液は、０．５Σ｛（２×（２）２）＋（４×（－１）２｝＝０．５×１２＝６ｍｏ
ｌ／リットルのイオン強度を有することになる。
【００４２】
　我々はまた、ろ過を行う温度も流量に影響を及ぼしうることを見出した。我々の実験で
、０～５０℃、特に２０～３０℃のろ過温度が好適であることが分かった。
【００４３】
　好ましくは、方法は、２０，０００パスカルまで、さらに好ましくは１５，０００パス
カルまでのトランスフィルター圧降下で実施される。本発明の方法は、不均一な孔径を有
するデプス型フィルターに優る著明な利点、すなわちデプス型フィルターは所定の流量を
達成するために本発明のフィルターを使用する場合よりもずっと高いトランスフィルター
圧を必要とするという点において利点を有する。
【００４４】
　液状媒体は好ましくは水と所望により一つ又は複数の有機溶媒を含む。適切な有機溶媒
の例は、可能性あるインク成分との関連で以下により詳細に記載されている。典型的には
、液状媒体は分散剤及び／又は界面活性剤をさらに含む。
【００４５】
　好ましくは、方法は、無機フィルターを通過する組成物の流量が少なくとも５，０００
リットル／ｍ２／時、さらに好ましくは少なくとも１０，０００リットル／ｍ２／時、特
に２０，０００～６０，０００リットル／ｍ２／時となるように実施される。
【００４６】
　好適な顔料配合物は顔料コンセントレートである。本方法からもたらされるのがインク
であるか顔料コンセントレートであるかは、本方法の実施者の希望及び得られた液体中の
顔料濃度に大きく依存する。典型的には、インクは顔料コンセントレートよりも顔料濃度
が低い。例えば、前者は典型的には０．１～１０重量％の顔料を含みうるが、後者は典型
的には５～５０重量％の顔料を含みうる（好ましくは１０．１％～３０重量％）。本明細
書において、“重量％”という用語は、関係組成物（例えばインク）の総重量に対してパ
ーセントで表した関係成分の重量を意味する。
【００４７】
　インクのｐＨは好ましくは４～１１である。インクは好ましくは２５℃で５０ｃＰ未満
、さらに好ましくは２５ｃＰ未満、特に１５ｃＰ未満、特に５ｃＰ未満の粘度を有する。
顔料配合物の粘度はインクよりもずっと高くなるであろう。そのような配合物はさらに加
工されるためである（例えば、水及び／又は有機溶媒による希釈及び／又は更なる分散剤
、界面活性剤などの添加によって）。
【００４８】
　好ましくは、インク及び顔料配合物は水性である。例えば典型的にはそれらは５０～９
７重量％の水を含む。インク中の有機溶媒の量は典型的には２．９～４０重量％であり、
顔料配合物では有機溶媒の量は例えば０～５０重量％となろう。
【００４９】
　有機溶媒は、インクジェット印刷用インクに使用されている任意の溶媒であってよい。
【００５０】
　インクは、好ましくは、本発明の方法によって得られた粒状顔料と、水及び有機溶媒を
含む液状媒体とを含む。
【００５１】
　インクの液状媒体が水と有機溶媒の混合物を含む場合、水対有機溶媒の重量比は好まし
くは９９：１～１：９９、さらに好ましくは９９：１～５０：５０、特に９５：５～８０
：２０である。
【００５２】
　水と有機溶媒の混合物中に存在する有機溶媒は、水混和性の有機溶媒又はそのような溶
媒の混合物であるのが好適である。好適な水混和性有機溶媒は、Ｃ１－６アルカノール類
、好ましくはメタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタ
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ノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔｅｒｔ－ブタノール、ｎ－ペンタノール、シクロペンタ
ノール及びシクロヘキサノール；直鎖アミド類、好ましくはジメチルホルムアミド又はジ
メチルアセトアミド；ケトン類及びケトンアルコール類、好ましくはアセトン、メチルエ
ーテルケトン、シクロヘキサノン及びジアセトンアルコール；水混和性エーテル類、好ま
しくはテトラヒドロフラン及びジオキサン；ジオール類、好ましくは２～１２個の炭素原
子を有するジオール類、例えばペンタン－１，５－ジオール、エチレングリコール、プロ
ピレングリコール、ブチレングリコール、ペンチレングリコール、ヘキシレングリコール
及びチオジグリコール並びにオリゴ－及びポリ－アルキレングリコール類、好ましくはジ
エチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール及びポリプロピ
レングリコール；トリオール類、好ましくはグリセロール及び１，２，６－ヘキサントリ
オール；ジオール類のモノ－Ｃ１－４－アルキルエーテル類、好ましくは２～１２個の炭
素原子を有するジオール類のモノ－Ｃ１－４－アルキルエーテル類、特に２－メトキシエ
タノール、２－（２－メトキシエトキシ）エタノール、２－（２－エトキシエトキシ）－
エタノール、２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エタノール、２－［２－（
２－エトキシエトキシ）－エトキシ］－エタノール及びエチレングリコールモノアリルエ
ーテル；環状アミド類、好ましくは２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－
エチル－２－ピロリドン、カプロラクタム及び１，３－ジメチルイミダゾリドン；環状エ
ーテル類、好ましくはカプロラクトン；スルホキシド類、好ましくはジメチルスルホキシ
ド及びスルホランなどである。好ましくは、液状媒体は、水と２つ以上、特に２～８種類
の水混和性有機溶媒を含む。
【００５３】
　有機溶媒を含み水を含まないインク媒体は、速乾時間が要求される場合、そして特に疎
水性及び非吸収性基材、例えばプラスチック、金属及びガラス上に印刷する場合、特に有
用である。
【００５４】
　特に好適なインクは、
（ｉ）０．１～１０重量％、さらに好ましくは０．５～８重量％の、本発明の第一の側面
の方法によって得られた粒状顔料；
（ii）３～５０重量％、さらに好ましくは５～４５重量％、特に１０～４０重量％の有機
溶媒；及び
（iii）４９．９～９６．９重量％、さらに好ましくは６０～８５重量％の水
を含む。
【００５５】
　インクは、当然のことながら、慣習的なインク添加剤、例えば高沸点有機溶媒、界面活
性剤、分散剤、バインダ、サッカリド類及びサッカリド誘導体類、アルカリ水酸化物類、
緩衝液、湿潤剤、保存剤、カビ防止剤、グリコール類、紙カール防止剤及びコゲ防止剤を
含有してよい。
【００５６】
　本発明の方法は、１５重量％の顔料含量で測定した場合、１ミクロンより大きいアキュ
サイザ数１０７粒子／ｃｍ３未満（さらに好ましくは１ミクロンより大きいアキュサイザ
数１０６粒子／ｃｍ３未満、特に５×１０５粒子／ｃｍ３未満、さらに特に１０４粒子／
ｃｍ３未満）を有するインク及び顔料配合物を製造するのに使用できる。
【００５７】
　アキュサイザ数に関して言うと、この数字は、一定重量％の顔料含量の液体中に、一定
の大きさ以上を有する粒子の数（インク又は顔料配合物１ｃｍ３あたり）の測定値である
。
【００５８】
　アキュサイザ試験は以下のようにして実施できる。
ＡｃｃｕＳｉｚｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　７８０（ＰＳＳ　ＮＩＣＯＭＰ、カリフォルニア州サ
ンタバーバラより入手可）、設定：
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収集時間(Collection Time)６０秒、
チャンネル数(Number Channels)１２８、
容器流体容積(Vessel Fluid Volume)６０ｃｍ３、
流量(Flow Rate)６０ｃｍ３／分
最大一致(Max Coincidence)９０００、
数(Number)１
　サンプル調製：０．３ｃｍ３のインク又は顔料配合物を１００ｃｍ３のＤＩ水中に希釈
した。次に０．２ｃｍ３の希釈サンプルをアキュサイザの容器に注入する。１ミクロンよ
り大きい１ｃｍ３あたりの全粒子数を記録し、適当な固体濃度に補正された最初のインク
又は顔料配合物１ｃｍ３あたりの粒子濃度が反映されるように調整した。
【００５９】
　好適な高沸点有機溶媒の例は、多価アルコール類、例えばエチレングリコール、ジエチ
レングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレング
リコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、１，２，６－ヘキサントリオー
ル、チオグリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、トリメチロールエタン及びト
リメチロールプロパン；多価アルコール類のアルキルエーテル類、例えばエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリ
コールモノエチルエーテル及びトリエチレングリコールモノブチルエーテル；２－ピロリ
ドン及びＮ－メチル－２－ピロリドン；１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン；及び
トリエタノールアミンなどである。
【００６０】
　その中でも、１８０℃以上の沸点を有する水溶性有機溶媒の使用が好適である。１８０
℃以上の沸点を有する水溶性有機溶媒の使用は、インク組成物に保水性及び湿潤性を付与
できる。その結果、優れた貯蔵安定性が実現できる。さらに、開放状態で放置された場合
でも、すなわち室温で空気と接触した状態で放置された場合でも、長時間流動性及び再分
散性を維持でき、加えて、インクジェット印刷に使用される場合、印刷中又は印刷中断後
の再スタート時にノズルの詰まりを起こさないために高い吐出安定性を提供するインク組
成物が実現できる。
【００６１】
　１８０℃以上の沸点を有する水溶性有機溶媒の例は、エチレングリコール（沸点：１９
７℃、以後沸点をカッコ内に記載）、プロピレングリコール（１８７℃）、ジエチレング
リコール（２４５℃）、ペンタメチレングリコール（２４２℃）、トリメチレングリコー
ル（２１４℃）、２－ブテン－１，４－ジオール（２３５℃）、２－エチル－１，３－ヘ
キサンジオール（２４３℃）、２－メチル－２，４－ペンタンジオール（１９７℃）、Ｎ
－メチル－２－ピロリドン（２０２℃）、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン（２
５７－２６℃）、２－ピロリドン（２４５℃）、グリセリン（２９０℃）、トリプロピレ
ングリコールモノメチルエーテル（２４３℃）、ジプロピレングリコールモノエチルグリ
コール（１９８℃）、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（１９０℃）、ジプロ
ピレングリコール（２３２℃）、トリエチレングリコールモノメチルエーテル（２４９℃
）、テトラエチレングリコール（３２７℃）、トリエチレングリコール（２８８℃）、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル（２３０℃）、ジエチレングリコールモノエチル
エーテル（２０２℃）及びジエチレングリコールモノメチルエーテル（１９４℃）などで
ある。これらの水溶性有機溶媒の中でも２００℃以上の沸点を有するものが好適である。
これらの水溶性有機溶媒は単独で又は二つ以上の混合物として使用できる。
【００６２】
　高沸点有機溶媒の含量は好ましくは約０．０１～１０重量％、さらに好ましくは約０．
１～５重量％である。
【００６３】
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　本発明で使用できる水溶性有機溶媒は第三級アミン類も含む。第三級アミン類の添加は
インクに湿潤性を付与できる。第三級アミン類の具体例は、トリメチルアミン、トリエチ
ルアミン、トリエタノールアミン、ジメチルエタノールアミン、ジエチルエタノールアミ
ン、トリイソプロパノールアミン及びブチルジエタノールアミンなどである。それらは単
独で又は二つ以上の混合物として使用できる。インクに添加される第三級アミンの量は、
好ましくは約０．１～１０重量％、さらに好ましくは約０．５～５重量％である。
【００６４】
　好適な分散剤の例は合成ポリマーなどで、その例としては、ポリビニルアルコール類；
ポリビニルピロリドン類；アクリル樹脂、例えばポリアクリル酸、アクリル酸／アクリロ
ニトリルコポリマー、アクリル酸カリウム／アクリロニトリルコポリマー、酢酸ビニル／
アクリルエステルコポリマー及びアクリル酸／アクリルエステルコポリマー；スチレン／
アクリル樹脂、例えばスチレン／アクリル酸コポリマー、スチレン／メタクリル酸コポリ
マー、スチレン／メタクリル酸／アクリルエステルコポリマー、スチレン／アルファ－メ
チルスチレン／アクリル酸コポリマー及びスチレン／アルファ－メチルスチレン／アクリ
ル酸／アクリルエステルコポリマー；スチレン／マレイン酸コポリマー；スチレン／無水
マレイン酸コポリマー；ビニルナフタレン／アクリル酸コポリマー；ビニルナフタレン／
マレイン酸コポリマー；酢酸ビニルコポリマー類、例えば酢酸ビニル／エチレンコポリマ
ー、酢酸ビニル／脂肪酸ビニルエチレンコポリマー、酢酸ビニル／マレイン酸エステルコ
ポリマー、酢酸ビニル／クロトン酸コポリマー及び酢酸ビニル／アクリル酸コポリマー；
及び上記ポリマーの塩などである。それらの中でも、その分子構造中に疎水基を有するモ
ノマーとその分子構造中に親水基を有するモノマーとのコポリマー、及びその分子構造中
に疎水基と親水基の両方を有するモノマーのポリマーが特に好適である。
【００６５】
　界面活性剤の具体例は、アニオン性界面活性剤、例えばアセチレングリコール類、ドデ
シルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ラウリル酸ナトリウム及びポリオキシエチレンアル
キルエーテルスルフェート類のアンモニウム塩；非イオン性界面活性剤、例えばポリオキ
シエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルエステル類、ポリオキシエ
チレンソルビタン脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類、
ポリオキシエチレンアルキルアミン類及びポリオキシエチレンアルキルアミド類；及び両
性界面活性剤、例えばＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アルキル－Ｎ－カルボキシメチルアンモニ
ウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキレンカルボキシレート、Ｎ，Ｎ，Ｎ－ト
リアルキル－Ｎ－スルホアルキレンアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ
－ビスポリオキシエチレンアンモニウムスルホン酸エステルベタイン及び２－アルキル－
１－カルボキシメチル－１－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタインなどである。そ
れらは単独で又は二つ以上の組合せで使用できる。
【００６６】
　本発明では、好ましくは、アセチレングリコール界面活性剤をインク及び／又は顔料配
合物に配合するのが好ましい。本発明に使用可能な好適なアセチレングリコール界面活性
剤の具体例は、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６
－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール及び３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３
－オールなどである。式（Ｉ）で表されるアセチレングリコール界面活性剤として市販品
も使用できる。その具体例は、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）１０４、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ
（登録商標）８２、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）４６５、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標
）４８５及びＳｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）ＴＧ（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ．より入手可）及びＯＬＦＩＮＥ（登録商標）ＳＴＧ及びＯ
ＬＦＩＮＥ（登録商標）Ｅ　１０１０（Ｎｉｓｓｉｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔ
ｒｙ　Ｃｏ．，ｌｔｄ．製）などである。
【００６７】
　顔料配合物（例えばコンセントレート）は、好ましくは、本発明の方法によって得られ
たろ過された粒状顔料と、水及び所望により有機溶媒を含む液状媒体とを含む。従って、
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顔料配合物は、有機溶媒が任意であるのと一般的に顔料含量がインクより高いこと以外は
、ほぼインクに関する前記記載の通りである。顔料コンセントレートは、後でインクを製
造するためのストック材料として保管でき、また、液状媒体の含量が少ないため比較的コ
ンパクトで安く輸送できるために有用である。顔料コンセントレートをインクに変換する
には、単に水及び／又は有機溶媒並びに何らかの所望のインク添加剤を加えさえすればよ
い。
【００６８】
　該インク組成物は好ましくはインクジェットプリンタ、さらに好ましくはサーマル又は
ピエゾ型インクジェットプリンタ用である。
【００６９】
　インク添加剤の具体例はアルカリ水酸化物などで、その例は、水酸化カリウム、水酸化
ナトリウム及び水酸化リチウムなどである。添加されるアルカリ水酸化物の量は約０．０
１～５重量％、さらに好ましくは約０．０５～３重量％である。
【００７０】
　インクに包含される界面活性剤の量は好ましくは０．０１～１０重量％、好ましくは０
．１～５重量％である。
【００７１】
　インクは好ましくはグリコールエーテルを含有する。例えば、エチレングリコールモノ
メチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチ
ルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコール
モノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコール
モノ－ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－イソプロピルエーテル、ジエチ
レングリコールモノ－イソプロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエー
テル、エチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－
ブチルエーテル、トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノ－ｔ－ブチルエーテル、１－メチル－１－メトキシブタノール、プロピレングリ
コールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリ
コールモノ－ｔ－ブチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、
プロピレングリコールモノ－イソプロピルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブ
チルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコ
ールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレング
リコールモノ－ｎ－プロピルエーテル及びジプロピレングリコールモノ－イソプロピルエ
ーテルなどである。それらは単独で又は二つ以上の有機溶媒の混合物として使用できる。
【００７２】
　更なる有用な種類のインク添加剤はサッカリド類及びサッカリド誘導体類である。なぜ
ならばこれらはインク組成物に保水性を付与するからである。特に、サッカリド類又はサ
ッカリド誘導体類をヒアルロン酸の塩又は誘導体と組み合わせて使用すると、インクに著
しい保水性を付与できる。
【００７３】
　サッカリド類の例は、単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類及び四糖類を含む）及び多
糖類などで、その好適な例は、グルコース、マンノース、フルクトース、リボース、キシ
ロース、アラビノース、ガラクトース、アルドン酸、グルシトール、ソルビット、マルト
ース、セロビオース、ラクトース、スクロース、トレハロース及びマルトトリオースなど
である。多糖類は広い意味でサッカリド類のことを言い、アルギン酸、アルファ－シクロ
デキストリン及びセルロースなど、自然界に広く存在する物質を包含する。これらのサッ
カリド類の誘導体類は、上記サッカリド類の還元糖（例えば、一般式ＨＯＣＨ２（ＣＨＯ
Ｈ）ｎＣＨ２ＯＨ（式中ｎは２～５の整数）で表される糖アルコール）、酸化糖（例えば
、アルドン酸及びウロン酸）、アミノ酸及びチオ糖などである。糖アルコールが特に好適
で、その具体例はマルチトール及びソルビトールなどである。サッカリド又はサッカリド
誘導体の含量は好ましくは約０．１～４０重量％、さらに好ましくは約２．５～２０重量
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％である。
【００７４】
　なお更なるインク添加剤はグリセリンである。なぜならば、多くのインクでこれはイン
クが記録ヘッドのノズル前面で乾燥する可能性を低減し、それによってノズルの詰まりの
予防に役立つからである。添加されるグリセリンの量は約５～４０重量％、好ましくは約
１０～２０重量％である。
【００７５】
　保存剤又はカビ防止剤の例は、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノールナトリウ
ム、２－ピリジンチオール－１－オキシドナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、デヒドロ
酢酸ナトリウム及び１，２－ジベンゾチアゾリン－３－オン（Ａｒｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ製Ｐｒｏｘｅｌ（登録商標）ＣＲＬ、Ｐｒｏｘｅｌ（登録商標）ＢＤＮ、Ｐｒｏｘｅ
ｌ（登録商標）ＧＸＬ、Ｐｒｏｘｅｌ（登録商標）ＸＬ－２及びＰｒｏｘｅｌ（登録商標
）ＴＮ）などである。
【００７６】
　本発明の更なる特徴は、本発明の第一の側面による方法によって得られたインク又は顔
料配合物を提供することである。
【００７７】
　本発明の更なる特徴は、チャンバ（室）とインクを含むインクジェットプリンタ用カー
トリッジを提供することである。前記インクは前記チャンバ内にあり、本発明の第一の側
面による方法によって得られたものである。
【００７８】
　本発明は、そのようなカートリッジと印刷機構を含むインクジェットプリンタ及び基材
の印刷法も提供する。前記印刷法は、本発明の第一の側面による方法によって得られたイ
ンク又は本明細書の上文に記載のインクをインクジェットプリンタによって基材に適用す
ることを含む。
【００７９】
　次に本発明を以下の非制限的実施例によって説明する。実施例中、すべての部は特に明
記しない限り重量による。
【００８０】
　米国特許第６，５６２，１１７号に記載の実施例を繰り返した。ただし、該特許で使用
されたふるいの代わりにオランダのＦｌｕｘｘｉｏｎ　Ｂ．Ｖ．の、５．０、３．５、２
．０又は１．２ミクロンのフィルターを含有するｆｌｕＸＸｂｏｘ、ｆｌｕＸＸｌａｂ又
はｆｌｕＸＸｐｉｌｏｔろ過製品を使用する。
実施例１－均一な無機フィルターの効果
工程１－粒状顔料を含む組成物の製造
　ＢＹＫ　１９０（登録商標）（６０ｇ、ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅより入手）と脱イオン水
（７９０ｇ）をステンレススチール製ビーカーに入れ、Ｇｒｅａｖｅｓ　Ｌａｂｏｒａｔ
ｏｒｙミキサ１３５（Ｍｏｄｅｌ　Ａ　高剪断ミキサ）を用いて低速で１分間撹拌し、ポ
リマーと脱イオン水との均質混合物を泡を立てることなく製造した。この混合物に、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２（１５０ｇ、例えばＣｉｂａ、Ｃｌａｒｉａｎｔ、Ｓｕｎ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓなどから入手可）をゆっくり加え、Ｇｒｅａｖｅｓミキサを用いて液
中に混合した。全部の顔料が液中に入ったら、Ｇｒｅａｖｅｓミキサを５０００ｒｐｍで
約１５分間運転し、均一顔料分散液を製造した。
【００８１】
　上で製造された顔料分散液をＮｅｔｚｓｃｈ　Ｍｉｎｉ－Ｚｅｔａ　Ｌａｂｏｒａｔｏ
ｒｙビーズミル（Ｎｅｔｚｓｃｈ－Ｆｅｉｎｍａｈｌｔｅｃｈｎｉｋより入手可）に移し
た。このビーズミルには予め２００ｍｌの０．５ｍｍイットリウム安定化セラミック粉砕
媒体（Ｎｅｔｚｓｃｈ－Ｆｅｉｎｍａｈｌｔｅｃｈｎｉｋより入手可）が装填されていた
。顔料分散液をビーズミル中３０００ｒｐｍで５時間粉砕した後、容器に取り出した。
【００８２】
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　上記粉砕分散液を脱イオン水で希釈して２％の濃度の顔料分散液を製造した。これを以
後未ろ過分散液と呼ぶ。この未ろ過分散液を、Ｐａｌｌ　ＳｅｇｍｅｎｔフィルターＭｏ
ｄｅｌ　ＳＡＨ０１０１Ｇ０４Ｊに接続された５リットルの圧力容器に移した。このフィ
ルターには０．３ミクロンのデプス型フィルターカートリッジＲｅｆ．ＡＢ０１Ｙ００３
１８Ｊが取り付けられていた。圧力容器を１５０，０００パスカル絶対圧に加圧し、顔料
分散液をろ過した。このろ過の目的は、その後の粒径分析を妨害しかねない極めて過大孔
径の粒状物質を除去することであった（本発明の日常的実施においては粒径を測定する必
要がないので、このデプスろ過の実施は必要ないであろう）。
【００８３】
　得られた顔料分散液（“分散液１”）はｐＨ６であった。
【００８４】
　分散液１の一部を水酸化ナトリウム溶液（４５％力価）を用いてｐＨ１２に調整し、分
散液２を得た。
工程２－４．０ミクロンのポリスチレン微小球の添加
　分散液２に４．０ミクロンのポリスチレン微小球を分散液１リットルに対して５ｍｌの
微小球レベルで添加した。これらの微小球は粒径標準に使用される種類のもの、例えばＦ
ｌｕｋａ　Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈから入手できる‘ポリスチレンを基にした微粒子
粒径標準、単分散４．０ミクロン、製品番号８１４９４’ であった。得られた分散液を
添加分散液２とした。
工程３Ａ－均一な孔径のフィルターによるろ過
　３．５ミクロン又は５ミクロンの均一な孔径を有するフィルターを、オランダ・アイン
トホーフェンのｆｌｕＸＸｉｏｎ　Ｂ．Ｖ．から得た（ＦｌｕＸＸｌａｂ（登録商標）ク
ロスフローろ過装置）。メーカーの使用説明書に従って各フィルターを活性化した（親水
性にした）。
【００８５】
　添加分散液２を、３．５ミクロン又は５ミクロンの均一孔径の細孔を有するフィルター
を含有するＦｌｕＸＸｌａｂ（登録商標）クロスフローろ過装置を用いてろ過した。装置
の設定は次の通りであった。
【００８６】
　クロスフロー量　　２．３リットル／分
　クロスフロー圧力降下　　２０，０００パスカル
　トランス膜圧　　最大１０，０００パスカル
　バックパルス圧　　最大
　均一孔径３．５ミクロンのフィルターから得られた分散液を添加分散液３とする。
【００８７】
　均一孔径５ミクロンのフィルターから得られた分散液を添加分散液４とする。
工程３Ｂ－比較－デプス型フィルターによる添加分散液のろ過
　添加分散液２を５ミクロンのデプス型フィルターを通してろ過した。得られた分散液を
添加分散液５とする。
工程４－粒径分布の測定
　工程２、工程３Ａ及び３Ｂから得られた４種類の分散液（すなわち添加分散液２、３、
４及び５）をＮｉｃｏｍｐ　Ａｃｃｕｓｉｚｅｒ　ＡＰＳ　７８０粒径分析器を用いて分
析した。この装置は設定された閾値孔径を上回る粒子のみをカウントする。閾値未満の圧
倒的多数の粒子を無視することにより、閾値を超える粒子の絶対数の変化を明白に区別で
き、それらの大粒子の粒径分布を示すことができる。
結果
　図１に添加分散液２の粒径分布を示す。これは、４．０ミクロンのポリスチレン微小球
の添加後全くろ過していないので、これらの微小球に対応するピークをはっきり見ること
ができる。
【００８８】
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　図２に添加分散液３（均一孔径３．５ミクロンのフィルターから得られた）の粒径分布
を示す。３．５ミクロンの均一細孔が４．０ミクロンの全ポリスチレン微小球を除去した
ため約４ミクロンのところにピークがない。
【００８９】
　図３に添加分散液４（均一孔径５ミクロンのフィルターから得られた）の粒径分布を示
す。約４ミクロンのところに明らかにピークが見られる。均一な５ミクロンの細孔がより
小さい４．０ミクロンのポリスチレン微小球を除去しなかったために存在する。
【００９０】
　図４に添加分散液５（４．０ミクロンの微小球を含有する分散液を５ミクロンのデプス
型フィルターでろ過して得られた）の粒径分布を示す。フィルターは名目上微小球より大
きい孔径を有しているのに、４．０ミクロンの微小球は５ミクロンのデプス型フィルター
によって除去された。これは、均一な５ミクロンフィルターが４ミクロンの微小球を除去
しなかった図３とは著しい対照をなす。
実施例２－ｐＨの影響
工程１－分散液６及び７の製造
　ｐＨ６を有する分散液６を実施例１に記載の分散液１に関する方法によって製造した。
ただし、粉砕は５時間ではなく３時間行った。
【００９１】
　分散液７は、分散液６のｐＨを水酸化ナトリウム溶液を用いて１２に調整することによ
って製造した。
工程２－均一な孔径のフィルターによるろ過
　分散液６及び７を、実施例１の工程３Ａの方法によって３．５ミクロンの均一な孔径を
有するフィルターを通してろ過し、透過物の流量を時間に対して記録した。分散液７（ｐ
Ｈ１２）の場合、流量は３０分間のろ過後も顕著に変化しなかった。しかしながら、分散
液６（ｐＨ６）の場合、流量は７分後に５０％落ちた。
【００９２】
　分散液６及び７を同様に２ミクロンの均一な孔径を有するフィルターを通してろ過した
。分散液７（ｐＨ１２）の場合、流量は３０分間のろ過後も顕著に変化しなかった。しか
しながら、分散液６（ｐＨ６）の場合、流量はわずか数分後に５０％落ちた。
実施例３－維持された粒径分布
　分散液８を実施例１に記載の未ろ過分散液に関する方法によって製造した。ただし、粉
砕は５時間ではなく１時間行い、水酸化ナトリウム溶液を用いてｐＨを１２に調整した。
【００９３】
　分散液９は、分散液８の一部を実施例１の工程１に概説した一般法を用いて５ミクロン
のデプス型フィルター（depth filter）を通してろ過することによって製造した。
【００９４】
　分散液１０は、分散液８の一部を実施例１の工程３Ａに概説した一般法を用いて５ミク
ロンの均一な孔径を有するフィルターを通してろ過することによって製造した。
【００９５】
　分散液８、９及び１０の粒径分布を、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｍａｓｔｅｒｓｉｚｅｒ　２０
００レーザ回折式粒径分析器を用いて測定した。結果を図５に示す。
【００９６】
　図５から、分散液９（デプスろ過）及び分散液１０（均一フィルター）の両方とも、イ
ンクジェットプリンタの微細ノズルを詰まらせかねない５ミクロン超の大きさの不要物質
を除去したことが分かる。しかしながら、図５は同時に、デプス型フィルターは、５ミク
ロンを超える粒径の粒子を除去するために０．５～５ミクロンの物質も相当割合除去して
しまったということも示している。これは分散液８（未ろ過）と比較した分散液９（デプ
スろ過）のピーク特徴の変化から明らかである。これに対し、分散液１０（５ミクロンの
均一孔径の細孔を有するフィルターを用いて製造）の約０．１～１ミクロンにおけるピー
クは未ろ過分散液８と極めて類似した特徴を有しており、０．１～５ミクロンの孔径範囲
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ィルターよりも無駄が少なかった。
実施例４
　インクは以下のようにして製造できる。分散液２を、１０００ダルトンの限外ろ過膜を
用いて固形分１５％に濃縮し、プロセスでの溶解塩も除去する。得られた顔料コンセント
レート（３３部）をグリセリン（１０部）、トリエチレングリコールモノブチルエーテル
（８部）、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）４６５（１部、Ｎｉｓｓｉｎ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）及び水（４８部）を混合してインクを製造す
る（すべての部は重量部）。得られたインクは、Ｓｅｉｋｏ　Ｅｐｓｏｎ製ピエゾ型イン
クジェットプリンタＥＭ－９００Ｃを用いて紙に印刷できる。
実施例５
　分散液２の代わりに実施例２の工程２から得られたろ過分散液７を用いて実施例４を繰
り返す。
実施例６～１１
　以下の表１に示すように、分散液２とろ過分散液７のコンセントレート（固形分１５％
）を用いて更なるインクを製造する。表中、数字は重量による関係成分の部数を表す。
【００９７】
【表１】

【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】添加分散液２の粒径分布を示す図である。
【図２】添加分散液３の粒径分布を示す図である。
【図３】添加分散液４の粒径分布を示す図である。
【図４】添加分散液５の粒径分布を示す図である。
【図５】分散液８、９及び１０の粒径分布を示す図である。
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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月11日(2008.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクの製造法、又はインクの製造に使用するための顔料配合物の製造法であって、該
方法は、粒状顔料と液状媒体を含む組成物を、１０ミクロン未満の均一粒径の細孔を有す
る無機フィルターを通してろ過することを含む方法。
【請求項２】
　無機フィルターを通過する組成物の流量の低下を、組成物のｐＨ及び／又はイオン強度
を調整することによって軽減する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ろ過が、少なくとも５０００リットル／ｍ２／時の無機フィルター通過流量で実施され
る、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　ろ過から得られたろ液を一つ又は複数のインク添加剤と混合する工程をさらに含む、前
記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　フィルターを定期的にバックフラッシュすることによってフィルターが目詰まりする可
能性を低減する、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　ふるい層中の少なくとも９５％の細孔が該平均孔径の５％以内の孔径を有する、請求項
１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　インクが水性インクである、前記請求項のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記請求項のいずれか１項に記載の方法によって得られたインク又は顔料配合物。
【請求項９】
　１５重量％の顔料含量で測定した場合、１ミクロンより大きいアキュサイザ数１０７粒
子／ｃｍ３未満を有するインク又は顔料配合物。
【請求項１０】
　（ｉ）０．１～１０重量％のろ過された粒状顔料；
　（ii）３～５０重量％の有機溶媒；及び
　（iii）４９．９～９６．９重量％の水
を含む、請求項８又は９に記載のインク。
【請求項１１】
　チャンバとインクを含むインクジェットプリンタ用カートリッジであって、前記インク
は前記チャンバ内にあり、そして請求項８～１０のいずれか１項に定義されている通りで
あるインクジェットプリンタ用カートリッジ。
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